
ノコンギク族植物の倍数性
藤原 悠紀雄

Yukio Huziwara: Polyploidy in the tribe Aste- I  1954d， 1954e， 1955a， 1955b， 1955c， 1955d， 1956， 
reae I  1557a， 1957b， 1957c， 1957d，)は Astereae の諸属
ノコンギク族 Astereae は Aster，およびこれと近 I 46種、 7 亜種、 11変種の植物について染色体数を決定

縁の Gymnaster，Kalimeris， Callistφhus， Hete- I し、核型を分椋した。現在までに決定されたAstereae
mρap.ρus， Heterokalimeris， Erigeron， Bellis， La- I の築色体数は第 1表に示す通りである。属および種の
genoρhora， Solidago， Felicia などを含む大きな族| 配列は北村 (1937) によった。
で分類学上困難な群である。田原および下斗米( 1926) I  Astereae 諸属の基本数は 9 であって築色体数の変
は日本産本族植物12種の単数禁色体についてはじめて| 化は第 1図に示した。即ち 2倍種 (2 n=18) のほか
報告した。その後下斗米および藤原 (1940，1941， 19 I に 4 倍種(2n=36)、6倍種( 2 n=54). 8倍種く 2 n=72) 
42) および藤原 σ941，1953， 1954a，四弛， 19日c，Iおよび16倍種く 2 n=144)があり、 2 x，4 x， 6 x， 8 x  
第 1 表 ノコシギク族植物の染色体数

植 物
Gymnaster 

ミヤマヨメナ

ノジユシギク

i/シジ 1 ギク
チョウセシヨメナ

Kalimeris 
コヨメナ
ユウガギク
チョウセシギク
ヨメナ

オオユウガギク
オオバナヨメナ

Callisteρhus 
ヱゾギク
〈東亜原産栽培種〉

Heteroραppus 
ヤナギノギク

名 2 n  I! 植 物 名

スナジノギク
18 アレノノギク
27 Heterokalime1"is 
36 ノ、マヨメナ I  54 
18 ( ネオユウガギク×スナジノギク)
27 オオユウガギク×アレノノギク I  72 
18 Erigeron 
144 ニイイカアズマギク 18 

エソ.ムカ V ヨモギ 18 
54 ハノレジオシ 18 
18 ヒメムカi / ヨモギ 18 
18 ヒメジョオシ 27 
54 アレジノギク 54 
57 オオアレジノギク 54 
58 Aster 
59 エゾゴマナ 18 
60 ゴマナ 18 
61 タテヤマギク 18 
62 モミジパタテヤマギク 18 
63 ヒゴ乙/ オシ 18 
64 i/オシ 54 
65 オクエゾジオシ 54 
66 ヒメ乙/ オン 18 67 
68 クノレマギク 18 
69 ハゴネギク 18 
70 セシポンギク 36 
71 アキワギク 36 
72 i / ロヨメナ 18 
72 19 
18 36 

38 
18 54 

キントキ乙/ ロヨメナ 36 
38 

36 ナガパノνロヨメナ 18 
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イナカギク

ノコシギク
ハマゴシギク
ゴシギク
コマチギク
ヱプノコンギク
チヨクザキヨメナ
マヤサシゴシギク
タニガワゴシギク
乙/ ロヨメナ x ノゴンギク
イナカギク x i / ロヨメナ
コモノギク
ナガパ乙ノラヤマギク
乙/ ラヤマギク
サワ乙/ ロギク
ヤマナワi / ロギク
オキナワギク
ダノレマギク
イソノギク
カンヨメナ

アズマギク

9
6
6
6
 

T
A
q
a
q
J
q
a
 

ミヤマアズマギク
アポイアズマギク
ジヨウνユウアズマギク
クラギク
ネパリノギク
( 北米原産栽培種)

0
0
0
0
ロo
o
o
n
u

唱
i
τ
L
唱
i
噌
i
1
4

36 
36 I  
36 1  

36 11 
11 ノ、ハキギク

36 ¥1 北米原産帰化種〉
36 Bellis 
36 !I !  ヒナギク
18 11 ' - ( 欧州、| 原産栽培種)
18 11 ii L agenoρhora 
18 11 l  コケセシポシギク18 

I1 Solidago 18 d  
1 8 !  アキノキリンソウ
18 セイタカアキノキリンソウ

北米原産帰化種〉18 
18 Felici 
3 6 1  
18

1  

ユウゼンギク
( 北米原産栽培種)

48 

49 
18 

18 

18 

18 
54 

18 ノレヒナギク
( 南亜原産栽培種)

および16xの 5つの倍数レベルが見られる。高倍数体
は乙/ ロヨメナ ( 2 x + 1 ， 4 x +  2 ) キントキ乙/ ロヨメ
ナ( 4 x + 2 ) イナカギク ( 2 x + 1 ) およびユヴゼシギ
ク( 6 x + l ) に例があり、他の倍数種はすべて真正倍
数性を示す。ミヤマヨメナでは 2 n = 1 8，27，36 の
種内倍数性、 νロヨメナでは 2 n = 1 8， 36， 54 の亜種
内倍数性がそれぞれ認められた。 2 n = 2 7 の 3 倍体は
ミヤマヨメナとヒメジョオシとに見られるが核型から
見て前者は同質 3倍体で、後者は異質 3倍である。ヒ
メジョオシについては Anfennaria型の単為生殖が知
られているが、獄数分裂における梁色体の行動および
体細胞染色体の該型は 2倍程のそれらに類する。 V ロ
ヨメナとノコシギクとの問およびイナカギクとνロヨ
メナとの聞にはいずれも天然、雑種ができているがそれ
らの雑種は共に 2 n = 3 6 の 4 倍体である。オオアレジ
ノギクは兜来アレジノギクとヒメムカジヨモギとの雑
種であるとされてきたが禁色体の上からは 6倍性で独
立の種であり雑種性とは考えられない。ヨメナはオオ
ユウガギクとゴヨメナとの天然雑種と考えられ、両種
の間偶子染色体数の和即ち63を体細胞柴色体数とする
ものが最も多いが梁色体数に変化が多い( 下斗米およ
び井上1951，井上1954)。 ハマサワヨメナはオオユヲ
ガギクとスナジノギクとの天然、の属間雑種と考えられ
る。ナガパνラヤマギクおよびヤマサワi / ロギクは共
にV ラヤマギクとサワνロギクとの天然、雑種と考えら
れるがいずれも細胞学的には安定した 2倍種となって
いる。

一 27 63 スヘ スヘ。一-+18一一.36一一ー54一一.72一一...144
↓↓  
19 38 

1 第 1閃日本産…ae の興関の変化
Astereae のアメリカ種と日本種とを比較するとき
Asfer では染色体の大きさと核型の対称性とに著しい
差があり、アメリカ種は小形の染色体と非対称の核型
とを示すに反し日本種は大型の染色体と対称の; 亥型を
示す。築主体基本数もアジア種が 9 のみであるに対し
新世界種には 9 ，8 および 5 の3 つの基本数が存在す
る。 Erigeron および Solidago では染包体の大きさ
における差はないが日本産のものは 2 倍種で、アメリ
カ種には高次の倍数種がある。これらのことからA s-
tereaeの植物がアジアにおいて原始的な形を残し、ア
メリカ大陸においてより高度に進化したものと考えら
れる。
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Congridae アナゴ和 et S C H L G E L )  タツノオトνゴ
065. Anago anago ( T E M M I N C K  et Belonidae 

S C H L E G E L  ゴテンアナゴ〈しろあなど) 77. Athlennes anastomella ( C UVlE R  et 
トローノレ、打瀬網、 くずし原料 V A L E N ClEN N E S )  ダツ( だす〉

邸 Conger japonicus B L E E K E R  こ網、くずし原料、煮物
クロアナゴ( とおへい) I  78. Tylosurus melanotus (BLEEKER) 

あなご縄、焼物 |  テンジクダツ( だす〉
67. Astroconger myriaster ( B R E V O O R T )  大敷網、くずし原軒

マアナゴ〈まあなご、あなご Hemirhamphidac サヨリ科
トローノレ、打瀬網、はえ縄、焼物 79. Hemirhamphus sajori ( T E M M I N C K  et 

068. Rhynchocymba nystromi (JO R D A N  et S C H L G E L )  サヨリ〈さより〉
S N Y D E R )  ギシアナゴ〈しろあなご) I  さより網、焼物、酢物、干物

トローノレ、打瀬網、くずし原材 Exocoe凶 ae トビウオ科
Muraenesocidae ハモ税 80.Cypsilurus agoo ( T E M M I N C K  et 

69. cinereus くF O R S K A L ) SCHLEGEL) トビウオ〈とびいお〉
ハモ〈はも) I  大敷網、煮物

ハモ縄、打瀬網、 トローノレ、焼物、くずし原料 Scombresocidae サシマ科
070. Oxyconger leptognathus B L E E K E R  81. Cololabis saira ( B R E V O O R T )  

ハジナガアナゴ i サンマ〈さんま〉
トローノレ、くずし原料 |  いわし網、地網、焼物

Muraenidae ウツボ科 Lampridae マシタイ科
71. Gymnothorax kidako くT E M M I N C K 82. Lampris regia ( B O N N A  T E R R E )  

et S C H L E G E L )  ウツボ( うつぼ〉こ網! アカマシボワ、マシダイ
Fistulariidae ヤガラ科 Sphyraenidae カマス科

72. Fistularia serrata C U V I E R  アオヤガラ
73. Fistularia petimba L A C E P E D E  

074. 

アカヤガラ〈やがら〉
打瀬網、 トローノレ、チリ、阪物
Macrorhamphosidae サギフ工科
Macrorhamphosus sagifue J O R D A N  et 

S T A R K S  サギプエ i
Syngnathidae ヨウジウオ科

75. Syngnathus schlegeli K A U P  ヨウジウオ
76. Acentronura gracilissima ( T E M M I L C K  
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083. Sphyraena pinguis G U N T H E R  
アカカマス( かます〉

トローノレ、打瀬網、大敷網、干物、くずし原料
Mugilidae ポラ科

84. Mugil cephalus L1N N企ボラ〈ぼら〉
ぼら網、突き、刺身、煮物
Atherinidae トウゴロイワシ科

85. Atherina bleekeri G U N T H E R  
トクゴロイワν (とんどろう〉

いそくり網、くずし原料 (未了)
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